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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下式を有する１つ以上のアクリレートを含有する硬化性ワックスと、任意要素の着色剤
とを含むインク媒剤を有し、
【化１】

　前記硬化性ワックスは、式中のｎが１７であるＣ１８アクリレート、式中のｎが１９で
あるＣ２０アクリレート、及び式中のｎが２１であるＣ２２アクリレートを含み、融点が
２５～４０℃である、硬化性転相インク。
【請求項２】
　前記硬化性ワックスが、４０～５５重量％のＣ１８アクリレート、１５重量％以下のＣ
２０アクリレート、及び３５～４５重量％のＣ２２アクリレートを含む、請求項１に記載
の硬化性転相インク。
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【請求項３】
　前記硬化性ワックスが、前記硬化性転相インクの合計重量の１５重量％～１重量％の量
で存在する、請求項１に記載の硬化性転相インク。
【請求項４】
　前記硬化性ワックスが、前記硬化性転相インクの合計重量の１０重量％～５重量％の量
で存在する、請求項３に記載の硬化性転相インク。
【請求項５】
　前記硬化性ワックスは、融点が２５～３５℃である、請求項１～４のいずれか１項に記
載の硬化性転相インク。
【請求項６】
　前記インク媒剤が、ゲル化剤、反応性希釈剤、開始剤をさらに含む、請求項１に記載の
硬化性転相インク。
【請求項７】
　前記ゲル化剤が、下式を有する化合物であり、

【化２】

　式中、Ｒ1は、（ｉ）直鎖および分岐、飽和および不飽和、環状および非環状、置換お
よび非置換のアルキレン基を含み、ヘテロ原子が、アルキレン基に存在していてもよく、
存在していなくてもよい、アルキレン基、（ｉｉ）置換および非置換のアリーレン基を含
み、ヘテロ原子が、アリーレン基に存在していてもよく、存在していなくてもよい、アリ
ーレン基、（ｉｉｉ）置換および非置換のアリールアルキレン基を含み、アリールアルキ
レン基のアルキル部分が、直鎖または分岐、飽和または不飽和、環状または非環状であっ
てもよく、ヘテロ原子が、アリールアルキレン基のアリール部分またはアルキル部分のい
ずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい、アリールアルキレン基、または
、（ｉｖ）置換および非置換のアルキルアリーレン基を含み、アルキルアリーレン基のア
ルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不飽和、環状または非環状であってもよく、
ヘテロ原子が、アルキルアリーレン基のアリール部分またはアルキル部分のいずれかに存
在していてもよく、存在していなくてもよい、アルキルアリーレン基であり、Ｒ2および
Ｒ2’は、それぞれ互いに独立して、（ｉ）直鎖および分岐、飽和および不飽和、環状お
よび非環状、置換および非置換のアルキレン基を含み、ヘテロ原子が、アルキレン基に存
在していてもよく、存在していなくてもよい、アルキレン基、（ｉｉ）置換および非置換
のアリーレン基を含み、ヘテロ原子が、アリーレン基に存在していてもよく、存在してい
なくてもよい、アリーレン基、（ｉｉｉ）置換および非置換のアリールアルキレン基を含
み、アリールアルキレン基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不飽和、環状
または非環状であってもよく、ヘテロ原子は、アリールアルキレン基のアリール部分また
はアルキル部分のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい、アリールア
ルキレン基、または（ｉｖ）置換および非置換のアルキルアリーレン基を含み、アルキル
アリーレン基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不飽和、環状または非環状
であってもよく、ヘテロ原子は、アルキルアリーレン基のアリール部分またはアルキル部
分のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい、アルキルアリーレン基で
あり、Ｒ3およびＲ3’は、それぞれ互いに独立して、（ａ）光開始基、または（ｂ）（ｉ
）直鎖および分岐、飽和および不飽和、環状および非環状、置換および非置換のアルキル
基を含み、ヘテロ原子が、アルキル基に存在していてもよく、存在していなくてもよい、
アルキル基、（ｉｉ）置換および非置換のアリール基を含み、ヘテロ原子が、アリール基
に存在していてもよく、存在していなくてもよい、アリール基、（ｉｉｉ）置換および非
置換のアリールアルキル基を含み、アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖または分
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岐、飽和または不飽和、環状または非環状であってもよく、ヘテロ原子は、アリールアル
キル基のアリール部分またはアルキル部分のいずれかに存在していてもよく、存在してい
なくてもよい、アリールアルキル基、または（ｉｖ）置換および非置換のアルキルアリー
ル基を含み、アルキルアリール基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不飽和
、環状または非環状であってもよく、ヘテロ原子は、アルキルアリール基のアリール部分
またはアルキル部分のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい、アルキ
ルアリール基である基であり、ＸおよびＸ’は、それぞれ互いに独立して、酸素原子であ
るか、または式ＮＲ4の基であり、ここで、Ｒ4は、（ｉ）水素原子、（ｉｉ）直鎖および
分岐、飽和および不飽和、環状および非環状、置換および非置換のアルキル基を含み、ヘ
テロ原子が、アルキル基に存在していてもよく、存在していなくてもよい、アルキル基、
（ｉｉｉ）置換および非置換のアリール基を含み、ヘテロ原子が、アリール基に存在して
いてもよく、存在していなくてもよい、アリール基、（ｉｖ）置換および非置換のアリー
ルアルキル基を含み、アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和また
は不飽和、環状または非環状であってもよく、ヘテロ原子は、アリールアルキル基のアリ
ール部分またはアルキル部分のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい
、アリールアルキル基、または（ｖ）置換および非置換のアルキルアリール基を含み、ア
ルキルアリール基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不飽和、環状または非
環状であってもよく、ヘテロ原子は、アルキルアリール基のアリール部分またはアルキル
部分のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい、アルキルアリール基で
ある、請求項６に記載の硬化性転相インク。
【請求項８】
　前記反応性希釈剤が、プロポキシル化ネオペンチルグリコールジアクリレート、ジエチ
レングリコールジアクリレート、トリエチレングリコールジアクリレート、ヘキサンジオ
ールジアクリレート、ジプロピレングリコールジアクリレート、トリプロピレングリコー
ルジアクリレート、アルコキシル化ネオペンチルグリコールジアクリレート、アクリル酸
イソデシル、アクリル酸トリデシル、アクリル酸イソボルニル、プロポキシル化トリメチ
ロールプロパントリアクリレート、エトキシル化トリメチロールプロパントリアクリレー
ト、ジ－トリメチロールプロパンテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールペンタア
クリレート、エトキシル化ペンタエリスリトールテトラアクリレート、プロポキシル化グ
リセロールトリアクリレート、メタクリル酸イソボルニル、アクリル酸ラウリル、メタク
リル酸ラウリル、ネオペンチルグリコールプロポキシレートメチルエーテルモノアクリレ
ート、メタクリル酸イソデシル、カプロラクトンアクリレート、２－フェノキシエチルア
クリレート、アクリル酸イソオクチル、メタクリル酸イソオクチル、トリシクロデカンジ
メタノールジアクリレート、ジオキサングリコールジアクリレート、ブタンジオールジア
クリレート、アクリル酸ブチル、これらの混合物からなる群から選択される硬化性モノマ
ーまたは硬化性コモノマーである、請求項６に記載の硬化性転相インク。
【請求項９】
　前記開始剤が、ベンゾフェノン、ベンゾフェノン誘導体、ベンジルケトン、α－アルコ
キシベンジルケトン、ヒドロキシルケトンモノマー、ヒドロキシルケトンポリマー、α－
アミノケトン、アルコキシケトン、アシルホスフィンオキシド、メタロセン、ベンゾイン
エーテル、ベンジルケタール、α－ヒドロキシアルキルフェノン、α－アミノアルキルフ
ェノン、アシルホスフィン光開始剤、これらの混合物からなる群から選択される、請求項
６に記載の硬化性転相インク。
【請求項１０】
　画像を作成する方法であって、
　印刷画像の光沢を調整するために、請求項１～９のいずれか１項に記載の前記硬化性転
相インクと、前記硬化性転相インクよりも光沢が低い硬化性転相インクとを混合して用い
、混合したインクを基材に塗布することと、
　前記基材に塗布された前記インクに放射線をあて、当該インクを硬化させて画像を形成
することと、
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　を含む、方法。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本実施形態は、室温では固体であり、高温では溶融し、この温度で、溶融したインクを
基材に塗布することを特徴とする、硬化性転相インク組成物に関する。これらの固体イン
ク組成物は、一般的に、インク媒剤と着色剤とを含み、インクジェット印刷に用いること
ができる。本実施形態は、着色剤と、ゲル化剤、反応性希釈剤（例えば、モノマーまたは
コモノマー）、光開始剤のパッケージ、硬化性ワックスを含むインク媒剤とを含む、高い
光沢があり、紫外線（ＵＶ）硬化性である新規転相インク組成物に関する。
【０００２】
　一般的に、転相インク（「ホットメルトインク」と呼ばれることもある）は、室温また
は周囲温度では固相であるが、インクジェット印刷デバイスを操作する高い温度では液相
で存在する。インクジェットの操作温度で、液体インクの液滴が印刷デバイスから放出さ
れ、このインク液滴を、記録基材の表面に接触させると、インク液滴はすばやく固化し、
固化したインク液滴が所定の模様を形成する。
【０００３】
　カラー印刷用の転相インクは、典型的には、転相インクと適合性の着色剤を組み合わせ
た転相インクキャリア組成物を含む。特定の実施形態では、一連の着色した転相インクは
、インクキャリア組成物と、適合性の減法原色の着色剤を組み合わせることによって作る
ことができる。減法原色の着色した転相インクは、４成分の染料または顔料、つまり、シ
アン、マゼンタ、イエロー、黒色を含んでいてもよいが、インクは、これら４色に限定さ
れない。これらの減法原色の着色したインクは、１種類の染料または顔料を用いるか、ま
たは染料または顔料の混合物を用いることによって作ることができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本明細書に示される実施形態によれば、インク媒剤の一部として、融点が４０℃未満、
特定的には、２５℃～４０℃の硬化性ワックスを含み、高い光沢および／または光沢度を
変えることができることが必要な用途で、インクジェット印刷に適した新規硬化性固体イ
ンク組成物が提供される。
【０００５】
　特に、本実施形態は、以下の式
【化１】

〔式中、ｎは、２２未満である〕
を有する１つ以上のアクリレートを含み、融点が２５～４０℃である硬化性ワックスと、
任意要素の着色剤とをさらに含むインク媒剤を含む、硬化性転相インクを提供する。
【０００６】
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　さらに他の実施形態では、画像を作成する方法が提供され、この方法は、上述の硬化性
転相インクを、画像になるような様式で、基材に塗布することと；硬化性転相インクに放
射線をあて、インクを硬化させることとを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１Ａ】図１Ａは、本実施形態にしたがって、硬化性アクリレートワックスの溶融特性
を確認する示差走査熱量測定（ＤＳＣ）データである。
【図１Ｂ】図１Ｂは、コントロールである硬化性ワックスの溶融特性を確認する示差走査
熱量測定（ＤＳＣ）データである。
【図２】図２は、本開示の低融点硬化性アクリレートワックスを含有する硬化性転相イン
クのレオロジーデータを、本実施形態のコントロールである高融点硬化性ワックスを含有
する硬化性転相インクと比較して示すグラフである。
【図３】図３は、低融点硬化性アクリレートワックスを含む試験インクを、本実施形態の
コントロールである高融点硬化性ワックスを含むインクと比較した、７５°光沢値を示す
グラフである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　硬化性転相インク技術は、印刷の可能性を広げ、多くの市場にわたる客層の可能性を広
げ、印刷ヘッド技術、印刷プロセス、インク材料を有効に組み合わせることによって、多
様な印刷用途を可能にするだろう。転相インク組成物は、室温では固体であり、高温では
溶融し、この温度で、溶融したインクを基材に塗布することを特徴とする。上述のように
、現行インクの選択肢でも、種々の基材へ首尾よく印刷することができ、高い堅牢性を与
えるが、これらの選択肢は、高い光沢度またはさまざまな光沢度を必要とする特定の用途
では、常に満足のいくものとは限らない。
【０００９】
　本実施形態は、インクジェット印刷、特定的には、プロダクションインクジェット印刷
で用いるための、高い光沢があり、紫外線（ＵＶ）硬化性である転相インクを含む新規配
合物を提供する。放射線硬化性転相インクは、一般的に、少なくとも硬化性モノマーと、
硬化性ワックスと、ゲル化剤と、インクの硬化性成分（特定的には、硬化性モノマー）の
重合を開始させる、放射線で活性化される開始剤（特定的には、光開始剤）と、場合によ
り、着色剤とを含むインク媒剤を含む。
【００１０】
　本実施形態では、新規転相インク組成物は、融点が約４０～約２５℃、または２５～４
０℃、または約２５～約３５℃、または約３０～約３５℃の硬化性ワックスを含む。この
配合物は、オーバーコーティングすることなく、高い光沢の画像を直接印刷することがで
きるため、以前の転相インクに比べ、顕著に改良されている。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、インク媒剤のワックスとして硬化性アクリレートを用いるこ
とによって、一般的に用いられる、約８５～約９０℃の吐出温度に近い融点を有するアク
リレートワックス（例えば、Ｕｎｉｌｉｎ　３５０－アクリレート）よりも融点が低く、
かつ溶融状態への転移が鋭敏であり、高い光沢があるインク組成物が得られる。適切なア
クリレートは、Ｃ１８アクリレート、Ｃ２０アクリレート、Ｃ２２アクリレート、および
任意に組み合わせたこれらの混合物からなる群から選択されてもよい。一般的な実施形態
では、適切なアクリレートは、ワックス混合物の融点が４０℃未満である限り、鎖長がＣ
２２以下のアクリレートの任意の組み合わせを含む。例えば、アクリレートは、以下の式
を有していてもよく、
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【化２】

式中、ｎは、２２未満、または約２２～約１６、または約２２～約１８である。特定の実
施形態では、適切なアクリレートは、約４０～約５５重量％のＣ１８アクリレート、約０
～約１５重量％のＣ２０アクリレート、約３５～約４５重量％のＣ２２アクリレートの組
み合わせを含む。
【００１２】
　さらなる実施形態では、光沢度を変えることが可能なインク組成物は、高い光沢がある
上述のインク組成物と、光沢が中程度または低いインクとを用い、印刷物の光沢を調整す
ることによって得られる。例えば、光沢度の変更は、光沢度の低いインクと高いインクま
たは光沢度の中程度のインクと高いインクとを、ハーフトーンパターンで別個に吐出する
ことによって、または、光沢度の異なるインクを混合することによって得られてもよい。
したがって、この配合物は、オーバーコーティングすることなく、高い光沢の画像を直接
印刷することができ、真に光沢度を数値化して変える方法を得ることができるため、以前
の転相インクに比べ、顕著に改良されている。
【００１３】
　硬化性ワックスは、インク組成物中に、インク組成物の合計重量の約１５重量％～約１
重量％、または約１５重量％～約５重量％、または約１０重量％～約５重量％の量で存在
しているが、その量は、これらの範囲から外れていてもよい。この高い光沢がある新規イ
ンク組成物を用いて製造した印刷物は、ＢＹＫ　ＴｒｉＧｌｏｓｓ光沢計で測定した場合
に、標準的なインクと比べてかなり高い光沢度を示し、約５０～約６０ＧＵ（７５°）増
加している。それに加えて、レオロジーの測定結果は、室温および吐出温度での粘度は、
標準的なインクと本質的に同じであることを示している。
【００１４】
　吐出後に、組成物を硬化させるために、組成物を硬化エネルギーにさらしてもよい。用
語「硬化性」は、例えば、重合（例えば、遊離ラジカル経路を含む）によって硬化させる
ことが可能な材料、および／または、放射線感受性の光開始剤を用いることによって、重
合が光によって開始する材料を記述する。用語「放射線硬化性」は、例えば、放射線源（
光源および熱源を含み、開始剤が存在する状態または存在しない状態を含む）にさらされ
ると硬化する、すべての形態を指す。例示的な放射線硬化技術としては、限定されないが
、紫外（ＵＶ）光（例えば、波長が２００～４００ｎｍの光）を用いる硬化、または、紫
外線よりも稀ではあるが、場合により、光開始剤および／または感作剤存在下で、任意の
適切な供給源（例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）、水銀アークランプ、キセノンランプ
など）からの可視光を用いる硬化、場合により、光開始剤が存在しない状態で、電子線照
射を用いる硬化、高温熱開始剤（主に、吐出温度では不活性であってもよい）が存在する
状態または存在しない状態での熱硬化を用いる硬化、およびこれらの適切な組み合わせが
挙げられる。インク組成物の粘度は、適切な硬化エネルギー源にさらされると、さらに増
加し、インク組成物は固体へと硬化し、硬化したインク組成物の粘度は、通常の方法では
測定することができない。
【００１５】
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　さらなる実施形態では、反応性希釈剤、モノマー、コモノマーおよび／またはオリゴマ
ーは、インク中に、例えば、インク組成物の合計量の約１０～約９０重量％、例えば、約
２０～約８０重量％、または約５０～約７０重量％の量で存在してもよいが、その量は、
これらの範囲から外れていてもよい。特定の実施形態では、インクは、ゲル化薬剤または
ゲル化剤を任意の適切な量で、例えば、インク組成物の合計量の約１重量％～約３０重量
％、例えば、約２重量％～約２０重量％、例えば、約５重量％～約１２重量％の量で含ん
でいてもよいが、その量は、これらの範囲から外れていてもよい。特定の実施形態では、
放射線で活性化される開始剤は、例えば、インク組成物の合計重量の約０．５～約１５重
量％、例えば、約１～約１２重量％、または約２～約１０重量％であってもよいが、その
量は、これらの範囲から外れていてもよい。本実施形態では、着色剤は、顔料または染料
であってもよく、インク中に任意の適切な量で、例えば、インク組成物の合計重量の約０
．１～約２５重量％、例えば、約０．５または約２０重量％～約１または約１５重量％の
量で含まれていてもよいが、その量は、これらの範囲から外れていてもよい。特定の実施
形態では、着色剤は、顔料分散物である。このような実施形態では、顔料分散物は、任意
の適切な分散剤と組み合わせて、以下のリストから選択される適切な顔料を含む。
【００１６】
　（硬化性モノマー）
　いくつかの実施形態では、硬化性転相インクは、少なくともゲル化剤と、少なくとも硬
化性ワックスと、任意要素の光開始剤と、任意要素の着色剤と、少なくとも硬化性モノマ
ーとで構成されるインク媒剤を含む。いくつかの実施形態では、２種類以上の硬化性液体
モノマーが硬化性転相インク中に存在する場合、硬化性液体モノマーは、「コモノマー」
と呼ばれる。コモノマーは、任意の適切な硬化性モノマーから選択されてもよい。
【００１７】
　本実施形態のインク組成物は、ゲル化材料（例えば、エポキシ－ポリアミドコンポジッ
トゲル化剤）の溶解度およびゲル化性のために、第１のコモノマーを含んでいてもよく、
このことは、熱によって発生する可逆性のゲル相を含むインク媒剤を含むインク組成物を
製造するのに有用であり、インク媒剤は、硬化性液体モノマー（例えば、ＵＶ－硬化性液
体モノマー）で構成されている。このようなインク組成物のゲル相によって、インク滴を
、受け入れる基材に固定することができる。
【００１８】
　それに加えて、多官能アクリレートモノマー／オリゴマーを、反応性希釈剤としてだけ
ではなく、硬化した画像の架橋密度を高めることが可能な材料として用い、それによって
、硬化した画像の靱性を高めることができる。
【００１９】
　用語「硬化性モノマー」は、硬化性オリゴマーを包含することも意図されており、硬化
性オリゴマーを組成物中で用いてもよい。組成物で使用可能な、適切な硬化性オリゴマー
の例は、粘度が低いものであり、例えば、粘度は、約５０ｃＰｓ～約１０，０００ｃＰｓ
、例えば、約７５ｃＰｓ～約７，５００ｃＰｓ、または約１００ｃＰｓ～約５，０００ｃ
Ｐｓである。このようなオリゴマーの例としては、ＣＮ５４９、ＣＮ１３１、ＣＮ１３１
Ｂ、ＣＮ２２８５、ＣＮ３１００、ＣＮ３１０５、ＣＮ１３２、ＣＮ１３３、ＣＮ１３２
（Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．（エクセター、ＰＡ）から入手可能）、
Ｅｂｅｃｒｙｌ　１４０、Ｅｂｅｃｒｙｌ　１１４０、Ｅｂｅｃｒｙｌ　４０、Ｅｂｅｃ
ｒｙｌ　３２００、Ｅｂｅｃｒｙｌ　３２０１、Ｅｂｅｃｒｙｌ　３２１２（Ｃｙｔｅｃ
　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ（スミュルナ、ＧＡ）から入手可能）、ＰＨＯＴＯＭＥ
Ｒ　３６６０、ＰＨＯＴＯＭＥＲ　５００６Ｆ、ＰＨＯＴＯＭＥＲ　５４２９、ＰＨＯＴ
ＯＭＥＲ　５４２９Ｆ（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（シンシナティ、ＯＨ）
から入手可能）、ＬＡＲＯＭＥＲ　ＰＯ　３３Ｆ、ＬＡＲＯＭＥＲ　ＰＯ　４３Ｆ、ＬＡ
ＲＯＭＥＲ　ＰＯ　９４Ｆ、ＬＡＲＯＭＥＲ　ＵＯ　３５Ｄ、ＬＡＲＯＭＥＲ　ＰＡ　９
０３９Ｖ、ＬＡＲＯＭＥＲ　ＰＯ　９０２６Ｖ、ＬＡＲＯＭＥＲ　８９９６、ＬＡＲＯＭ
ＥＲ　８７６５、ＬＡＲＯＭＥＲ　８９８６（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（フロ
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ーラムパーク、ＮＪ）から入手可能）などが挙げられる。多官能アクリレートおよび多官
能メタクリレートとして、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、１，２－
エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アク
リレート、１，１２－ドデカノールジ（メタ）アクリレート、トリス（２－ヒドロキシエ
チル）イソシアヌレートトリアクリレート、プロポキシル化ネオペンチルグリコールジア
クリレート、ヘキサンジオールジアクリレート、トリプロピレングリコールジアクリレー
ト、ジプロピレングリコールジアクリレート、アミン修飾されたポリエーテルアクリレー
ト（ＰＯ　８３Ｆ、ＬＲ　８８６９、および／またはＬＲ　８８８９として利用可能（い
ずれもＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能））、トリメチロールプロパント
リアクリレート、グリセロールプロポキシレートトリアクリレート、ジペンタエリスリト
ールペンタ－／ヘキサ－アクリレート、エトキシル化ペンタエリスリトールテトラアクリ
レート（Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏ．Ｉｎｃ．からＳＲ３９９ＬＶおよびＳＲ４９４として
入手可能）などから作られるものを挙げることができる。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、硬化性モノマーは、短鎖アルキルグリコールジアクリレート
またはエーテルジアクリレート、または短鎖アルキルエステル置換基を有するアクリレー
ト（例えば、カプロラクトンアクリレート）、市販の製品ＣＤ５３６、ＣＤ２７７７、Ｃ
Ｄ５８５、ＣＤ５８６（Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏ．Ｉｎｃ．から入手可能）から選択され
てもよい。
【００２１】
　それに加えて、硬化性モノマーまたは硬化性オリゴマーは、粘度低下剤として、組成物
が硬化するときにはバインダーとして、接着促進剤として、反応性希釈剤として、硬化し
た画像の架橋密度を高めることができる架橋剤として、種々の機能を発揮してもよく、そ
れによって、硬化した画像の靱性を高めてもよい。適切なモノマーは、分子量が低く、粘
度が低く、表面張力が低く、ＵＶ光のような放射線をあてると重合が起こる官能基を含ん
でいてもよい。
【００２２】
　上に述べたように、１つ以上のモノマーは、インク中に、例えば、インク組成物合計の
約１０～約９０重量％、例えば、約２０～約８０重量％、または約５０～約７０重量％の
量で存在していてもよいが、その量は、これらの範囲から外れていてもよい。
【００２３】
　（硬化性ゲル化剤）
　硬化性転相インク組成物は、少なくとも１つのゲル化剤を含んでいてもよい。
【００２４】
　有機ゲル化剤は、所望の温度範囲内で、インク媒剤およびインク組成物の粘度を顕著に
上げるように機能する。特に、ゲル化剤は、インク組成物が吐出される特定の温度より低
い温度では、インク媒剤中で半固体ゲルを形成している。半固体ゲル相は、１つ以上の固
体ゲル化分子と液体溶媒とで構成される動的平衡として存在する物理的なゲルである。半
固体ゲル相は、非共有結合による相互作用、例えば、水素結合、ファンデルワールス相互
作用、芳香族の結合以外の相互作用、イオン結合または配位結合、ロンドン分散力などに
よって一緒に保持される、分子成分が力学的に網目状になった集合体であり、物理的な力
（例えば、温度または機械的撹拌）または化学的な力（例えば、ｐＨまたはイオン強度）
によって刺激を加え、巨視的なレベルで液体状態から半固体状態へと可逆的に転移させる
ことができる。インク組成物は、温度が、ゲル相転移よりも高い温度または低い温度に変
わると、半固体ゲル状態と液体状態とを熱によって可逆的に転移する。半固体ゲル相と液
相との可逆的な転移サイクルは、インク配合物で何回も繰り返されてもよい。転相転移を
行なうために、１つ以上のゲル化剤の混合物を用いてもよい。
【００２５】
　このように、ゲル化剤の転相性を利用し、インクを基材に吐出した後に、吐出したイン
ク組成物の粘度を基材の上ですばやく上昇させることができる。特に、吐出したインク滴
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は、インク組成物が、液体状態からゲル状態（または半固体状態）へと顕著な粘度変化を
起こす転相転移作用によって、インク組成物のインク吐出温度よりも低い温度の受け入れ
る基材（例えば、画像を受け入れる媒体（例えば、紙））の上の所定の位置に固定される
だろう。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、インク組成物がゲル状態を形成する温度は、インク組成物の
吐出温度よりも低い任意の温度であり、例えば、インク組成物の吐出温度よりも約１０℃
以上低い任意の温度である。インク組成物が液体状態である吐出温度から、このインク組
成物がゲル状態へと変わるゲル転移温度まで冷えると、インクの粘度がすばやく、大きく
上昇する。
【００２７】
　インク組成物に適したゲル化剤は、インク媒剤中のモノマー／オリゴマーをすばやく、
可逆的にゲル化し、例えば、約１０℃～約８５℃の温度範囲で、狭い転相転移を示すだろ
う。例示的なインク組成物のゲル状態は、基材温度（例えば、約３０℃～約６０℃）で、
吐出温度での粘度と比較して、粘度が最小でも１０２．５ｍＰａ・ｓ、例えば、１０３ｍ
Ｐａ・ｓ上昇しなければならない。特定の実施形態では、ゲル化剤を含有するインク組成
物は、吐出温度より５℃～１０℃低い温度で粘度がすばやく上昇し、最終的には、吐出粘
度の１０４倍を超え、例えば、約１０６倍を超える粘度に達する。
【００２８】
　インク組成物中で使用するのに適したゲル化剤としては、硬化性アミド、硬化性ポリア
ミド－エポキシアクリレート成分、ポリアミド成分、硬化性エポキシ樹脂およびポリアミ
ド樹脂で構成される硬化性コンポジットゲル化剤、これらの混合物などで構成される硬化
性ゲル化剤が挙げられる。組成物にゲル化剤が含まれると、組成物を塗布した後に冷える
と、組成物の粘度が急速に増加するため、基材に過剰に浸透することなく、この組成物を
基材（例えば、基材の１つ以上の部分）の上に、および／または、基材上にすでに作成さ
れている画像の１つ以上の一部分の上に塗布することができる。液体が多孔性基材（例え
ば、紙）に過剰に浸透すると、基材の不透明性が望ましくないほど低下する場合がある。
硬化性ゲル化剤は、組成物のモノマーを硬化させるのにも関与していてもよい。
【００２９】
　組成物で使用するのに適したゲル化剤は、組成物をシリコーンまたは他の油を含む基材
の上で利用する場合に、濡れ性を高めるために、両親媒性であってもよい。両親媒性とは
、分子に極性部分と非極性部分の両方を有する分子を指す。例えば、ゲル化剤は、非極性
の長い炭化水素鎖と、極性のアミド結合を有していてもよい。
【００３０】
　アミドゲル化剤は、以下の式の化合物であってもよく、
【化３】

式中、
　Ｒ１は、
　（ｉ）炭素原子が約１個～約１２個、例えば、炭素原子が約１個～約８個、または炭素
原子が約１個～約５個のアルキレン基（アルキレン基は、直鎖および分岐、飽和および不
飽和、環状および非環状、置換および非置換のアルキレン基を含み、ヘテロ原子（例えば
、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、ホウ素など）が、アルキレン基に存在していてもよ
く、存在していなくてもよい、二価の脂肪族基またはアルキル基である）、
　（ｉｉ）炭素原子が約１個～約１５個、例えば、炭素原子が約３個～約１０個、または
炭素原子が約５個～約８個のアリーレン基（アリーレン基は、置換および非置換のアリー
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レン基を含み、ヘテロ原子（例えば、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、ホウ素など）が
、アリーレン基に存在していてもよく、存在していなくてもよい、二価の芳香族基または
アリール基である）、
　（ｉｉｉ）炭素原子が約６個～約３２個、例えば、炭素原子が約６個～約２２個、また
は炭素原子が約６個～約１２個のアリールアルキレン基（アリールアルキレン基は、置換
および非置換のアリールアルキレン基を含み、アリールアルキレン基のアルキル部分が、
直鎖または分岐、飽和または不飽和、環状または非環状であってもよく、ヘテロ原子（例
えば、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、ホウ素など）が、アリールアルキレン基のアリ
ール部分またはアルキル部分のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい
、二価のアリールアルキル基である）、または
　（ｉｖ）炭素原子が約５個～約３２個、例えば、炭素原子が約６個～約２２個、または
炭素原子が約７個～約１５個のアルキルアリーレン基（アルキルアリーレン基は、置換お
よび非置換のアルキルアリーレン基を含み、アルキルアリーレン基のアルキル部分は、直
鎖または分岐、飽和または不飽和、環状または非環状であってもよく、ヘテロ原子（例え
ば、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、ホウ素など）が、アルキルアリーレン基のアリー
ル部分またはアルキル部分のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい、
二価のアルキルアリール基である）
であり、
　置換アルキレン基、置換アリーレン基、置換アリールアルキレン基、置換アルキルアリ
ーレン基の置換基は、ハロゲン原子、シアノ基、ピリジン基、ピリジニウム基、エーテル
基、アルデヒド基、ケトン基、エステル基、アミド基、カルボニル基、チオカルボニル基
、スルフィド基、ニトロ基、ニトロソ基、アシル基、アゾ基、ウレタン基、尿素基、これ
らの混合物などであってもよく、２個以上の置換基が結合して環を形成していてもよく；
　Ｒ２およびＲ２’は、それぞれ互いに独立して、
　（ｉ）炭素原子が約１個～約５４個、例えば、炭素原子が約１個～約４８個、または炭
素原子が約１個～約３６個のアルキレン基、
　（ｉｉ）炭素原子が約５個～約１５個、例えば、炭素原子が約５個～約１３個、または
炭素原子が約５個～約１０個のアリーレン基、
　（ｉｉｉ）炭素原子が約６個～約３２個、例えば、炭素原子が約７個～約３３個、また
は炭素原子が約８個～約１５個のアリールアルキレン基、または
　（ｉｖ）炭素原子が約６個～約３２個、例えば、炭素原子が約６個～約２２個、または
炭素原子が約７個～約１５個のアルキルアリーレン基
であり、
　置換アルキレン基、置換アリーレン基、置換アリールアルキレン基、置換アルキルアリ
ーレン基の置換基は、ハロゲン原子、シアノ基、エーテル基、アルデヒド基、ケトン基、
エステル基、アミド基、カルボニル基、チオカルボニル基、ホスフィン基、ホスホニウム
基、ホスフェート基、ニトリル基、メルカプト基、ニトロ基、ニトロソ基、アシル基、酸
無水物基、アジド基、アゾ基、シアネート基、ウレタン基、尿素基、これらの混合物など
であってもよく、２個以上の置換基が結合して環を形成していてもよく；
　Ｒ３およびＲ３’は、それぞれ互いに独立して、
　（ａ）光開始基、例えば、以下の式の１－（４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル
）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オンから誘導される基
【化４】

以下の式の１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンから誘導される基
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【化５】

以下の式の２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オンから誘導され
る基

【化６】

以下の式のＮ，Ｎ－ジメチルエタノールアミンまたはＮ，Ｎ－ジメチルエチレンジアミン
から誘導される基
【化７】

などのいずれか、または、
　（ｂ）
　（ｉ）炭素原子が約２個～約１００個、例えば、炭素原子が約３個～約６０個、または
炭素原子が約４個～約３０個のアルキル基（直鎖および分岐、飽和および不飽和、環状お
よび非環状、置換および非置換のアルキル基を含み、ヘテロ原子（例えば、酸素、窒素、
硫黄、ケイ素、リン、ホウ素など）が、アルキル基に存在していてもよく、存在していな
くてもよい）、
　（ｉｉ）炭素原子が約５個～約１００個、例えば、炭素原子が約５個～約６０個、また
は炭素原子が約６個～約３０個のアリール基（置換および非置換のアリール基を含み、ヘ
テロ原子（例えば、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、ホウ素など）が、アリール基に存
在していてもよく、存在していなくてもよい）、例えば、フェニルなど、
　（ｉｉｉ）炭素原子が約５個～約１００個、例えば、炭素原子が約５個～約６０個、ま
たは炭素原子が約６個～約３０個のアリールアルキル基（置換および非置換のアリールア
ルキル基を含み、アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不
飽和、環状または非環状であってもよく、ヘテロ原子（例えば、酸素、窒素、硫黄、ケイ
素、リン、ホウ素など）は、アリールアルキル基のアリール部分またはアルキル部分のい
ずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい）、例えば、ベンジルなど、また
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　（ｉｖ）炭素原子が約５個～約１００個、例えば、炭素原子が約５個～約６０個、また
は炭素原子が約６個～約３０個のアルキルアリール基（置換および非置換のアルキルアリ
ール基を含み、アルキルアリール基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不飽
和、環状または非環状であってもよく、ヘテロ原子（例えば、酸素、窒素、硫黄、ケイ素
、リン、ホウ素など）は、アルキルアリール基のアリール部分またはアルキル部分のいず
れかに存在していてもよく、存在していなくてもよい）、例えば、トリルなど
の基であり、
　置換アルキル基、置換アリールアルキル基、置換アルキルアリール基の置換基は、ハロ
ゲン原子、エーテル基、アルデヒド基、ケトン基、エステル基、アミド基、カルボニル基
、チオカルボニル基、スルフィド基、ホスフィン基、ホスホニウム基、ホスフェート基、
ニトリル基、メルカプト基、ニトロ基、ニトロソ基、アシル基、酸無水物基、アジド基、
アゾ基、シアネート基、イソシアネート基、チオシアネート基、イソチオシアネート基、
カルボキシレート基、カルボン酸基、ウレタン基、尿素基、これらの混合物などであって
もよく、２個以上の置換基が結合して環を形成していてもよく；
　ＸおよびＸ’は、それぞれ互いに独立して、酸素原子であるか、式－ＮＲ４－の基であ
り、Ｒ４は、
　（ｉ）水素原子；
　（ｉｉ）炭素原子が約５個～約１００個、例えば、炭素原子が約５個～約６０個、また
は炭素原子が約６個～約３０個の、直鎖および分岐、飽和および不飽和、環状および非環
状、置換および非置換のアルキル基を含み、ヘテロ原子が、アルキル基に存在していても
よく、存在していなくてもよい、アルキル基、
　（ｉｉｉ）炭素原子が約５個～約１００個、例えば、炭素原子が約５個～約６０個、ま
たは炭素原子が約６個～約３０個の、置換および非置換のアリール基を含み、ヘテロ原子
が、アリール基に存在していてもよく、存在していなくてもよい、アリール基、
　（ｉｖ）炭素原子が約５個～約１００個、例えば、炭素原子が約５個～約６０個、また
は炭素原子が約６個～約３０個の、置換および非置換のアリールアルキル基を含み、アリ
ールアルキル基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不飽和、環状または非環
状であってもよく、ヘテロ原子は、アリールアルキル基のアリール部分またはアルキル部
分のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい、アリールアルキル基、ま
たは
　（ｖ）炭素原子が約５個～約１００個、例えば、炭素原子が約５個～約６０個、または
炭素原子が約６個～約３０個の、置換および非置換のアルキルアリール基を含み、アルキ
ルアリール基のアルキル部分は、直鎖または分岐、飽和または不飽和、環状または非環状
であってもよく、ヘテロ原子は、アルキルアリール基のアリール部分またはアルキル部分
のいずれかに存在していてもよく、存在していなくてもよい、アルキルアリール基
であり、
　置換アルキル基、置換アリール基、置換アリールアルキル基、置換アルキルアリール基
の置換基は、ハロゲン原子、エーテル基、アルデヒド基、ケトン基、エステル基、アミド
基、カルボニル基、チオカルボニル基、サルフェート基、スルホネート基、スルホン酸基
、スルフィド基、スルホキシド基、ホスフィン基、ホスホニウム基、ホスフェート基、ニ
トリル基、メルカプト基、ニトロ基、ニトロソ基、スルホン基、アシル基、酸無水物基、
アジド基、アゾ基、シアネート基、イソシアネート基、チオシアネート基、イソチオシア
ネート基、カルボキシレート基、カルボン酸基、ウレタン基、尿素基、これらの混合物な
どであってもよく、２個以上の置換基が結合して環を形成していてもよい。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、ゲル化剤は、以下のものを含む混合物を含んでいてもよく、
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【化８】

【化９】

【化１０】

式中、－Ｃ３４Ｈ５６＋ａ－は、不飽和部および環状基を含んでいてもよい分岐アルキレ
ン基をあらわし、変数「ａ」は、０～１２の整数である。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、インクのゲル化剤は、以下の一般的な構造
【化１１】
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【化１３】

を有する化合物であってもよい。
【００３３】
　上に述べたように、インクは、ゲル化薬剤またはゲル化剤を任意の適切な量で、例えば
、インク組成物合計の約１重量％～約３０重量％、例えば、約２重量％～約２０重量％、
例えば、約５重量％～約１２重量％の量で含まれていてもよいが、その量は、これらの範
囲から外れていてもよい。
【００３４】
　上に述べたように、インクは、ゲル化薬剤またはゲル化剤を任意の適切な量で、例えば
、インク組成物合計の約１重量％～約３０重量％、例えば、約２重量％～約２０重量％、
例えば、約５重量％～約１２重量％の量で含まれていてもよいが、その量は、これらの範
囲から外れていてもよい。
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【００３５】
　上述のように、インク組成物は、硬化性アクリレートを含む少なくとも１つの硬化性ワ
ックスを含む。ワックスを含むことにより、組成物が塗布温度から冷却するにつれて、イ
ンク組成物の粘度上昇を促進する場合がある。したがって、ワックスは、組成物が基材を
通ってにじみ出てしまうのを避ける際に、ゲル化剤を補佐するだろう。
【００３６】
　硬化性ワックスは、融点が２５～４０℃であり、硬化性モノマーと重合してポリマーを
形成する他の要素と混和性である、任意の低融点ワックス成分であってもよい。ワックス
との用語は、例えば、一般的にワックスと呼ばれる、任意の種々の天然材料、改質された
天然材料、合成材料を含む。
【００３７】
　硬化性ワックスは、組成物中に、例えば、組成物の約０．１重量％～約３０重量％、例
えば、約０．５重量％～約２０重量％、または約０．５重量％～１５重量％の量で含まれ
ていてもよい。
【００３８】
　（着色剤）
　インク組成物は、場合により、着色剤を含んでいてもよい。染料、顔料、これらの混合
物などを含め、着色剤がインク媒剤に溶解するか、または分散させることができるならば
、任意の望ましい着色剤または有効な着色剤をインク組成物中で用いてもよい。特定の実
施形態では、顔料（典型的には、染料よりも安価であり、堅牢性が高い）が含まれてもよ
い。多くの染料の色は、硬化段階中に生じる重合プロセスによって、おそらく遊離ラジカ
ルが染料の分子構造を攻撃することによって変わってしまうことがある。組成物を、例え
ば、Ｃｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ（Ｃ．Ｉ．）Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｄｙｅ、Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　
Ｄｙｅ、改質されたＡｃｉｄ　ａｎｄ　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｄｙｅ、Ｂａｓｉｃ　Ｄｙｅ、Ｓ
ｕｌｐｈｕｒ　Ｄｙｅ、Ｖａｔ　Ｄｙｅなどの従来のインク着色剤材料と組み合わせて用
いてもよい。
【００３９】
　また、顔料は、硬化性転相インクに適した着色剤である。
【００４０】
　また、米国特許第７，０５３，２２７号、米国特許第７，３８１，８３１号、米国特許
第７，４２７，３２３号（それぞれの開示内容全体が、本明細書に参考として組み込まれ
る）に開示されている着色剤も適切である。
【００４１】
　また、インクは、インクセットの着色したインクで用いられる種々の顔料に対して優れ
た吸着親和性を有する部分または基を含む、顔料を安定化する界面活性剤または分散剤を
含んでいてもよく、また、インク媒剤への分散を可能にする部分または基も含むことが望
ましい。インクセットの着色した全インクに適切な分散剤の選択は、分散剤／顔料の組み
合わせが予測できない性質を有するため、当業者によって行うことが可能な試行錯誤によ
る評価を必要とする場合がある。
【００４２】
　分散剤の例として、ランダムポリマーおよびブロックコポリマーが適切な場合がある。
特に望ましいブロックコポリマーは、アミノアクリレートブロックコポリマー、例えば、
アミノまたはアミノアクリレートのブロックＡと、アクリレートブロックＢを含むアミノ
アクリレートブロックコポリマーであり、アクリレート部分は、分散剤をインク媒剤中で
安定かつ十分に分散させることができ、一方、アミノ部分は、顔料表面に十分に吸着する
ことができる。本明細書で使用するのに適切であることがわかっているブロックコポリマ
ー分散剤の市販の例は、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２００１（ＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅ　Ｇｍｂ
Ｈ）およびＥＦＫＡ　４３４０（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）
である。
【００４３】
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　着色剤は、インク組成物中に、例えば、インク組成物の約０．１～約１５重量％、例え
ば、約２．０～約９重量％の量で含まれていてもよい。
【００４４】
　（開始剤）
　硬化性転相インク組成物は、場合により、開始剤（例えば、光開始剤）を含んでいても
よい。いくつかの実施形態では、このような開始剤は、インクの硬化を補佐するために望
ましい。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、インクの硬化性成分の硬化を開始させるために、放射線（例
えば、ＵＶ線）を吸収する光開始剤を使用してもよい。遊離ラジカル重合によって硬化さ
れる、本実施形態のインク組成物（例えば、アクリレート基を含むインク組成物、または
ポリアミドで構成されるインク）のための光開始剤として、ベンゾフェノン、ベンゾイン
エーテル、ベンジルケタール、α－ヒドロキシアルキルフェノン、α－ヒドロキシケトン
、α－アルコキシケトン、α－アミノケトン、α－アルコキシアルキルフェノン、α－ア
ミノアルキルフェノンから作られるもの、ＩＲＧＡＣＵＲＥおよびＤＡＲＯＣＵＲの商品
名でＢＡＳＦから販売されているアシルホスフィン光開始剤などのような光開始剤が挙げ
られる。適切な光開始剤の特定の例としては、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェ
ニルホスフィンオキシド（ＢＡＳＦ　ＬＵＣＩＲＩＮ　ＴＰＯとして入手可能）；２，４
，６－トリメチルベンゾイルエトキシフェニルホスフィンオキシド（ＢＡＳＦ　ＬＵＣＩ
ＲＩＮ　ＴＰＯ－Ｌとして入手可能）；ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フ
ェニル－ホスフィンオキシド（ＢＡＳＦ　ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９として入手可能）、
他のアシルホスフィン；２－メチル－１－（４－メチルチオ）フェニル－２－（４－モル
ホリニル）－１－プロパノン（ＢＡＳＦ　ＩＲＧＡＣＵＲＥ　９０７として入手可能）、
１－（４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパ
ン－１－オン（ＢＡＳＦ　ＩＲＧＡＣＵＲＥ　２９５９として入手可能）；２－ベンジル
　２－ジメチルアミノ　１－（４－モルホリノフェニル）ブタノン－１（ＢＡＳＦ　ＩＲ
ＧＡＣＵＲＥ　３６９として入手可能）；２－ヒドロキシ－１－（４－（４－（２－ヒド
ロキシ－２－メチルプロピオニル）－ベンジル）－フェニル）－２－メチルプロパン－１
－オン（ＢＡＳＦ　ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１２７として入手可能）；２－ジメチルアミノ－
２－（４－メチルベンジル）－１－（４－モルホリン－４－イルフェニル）－ブタノン（
ＢＡＳＦ　ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３７９として入手可能）；チタノセン；イソプロピルチオ
キサントン；１－ヒドロキシ－シクロヘキシルフェニルケトン；ベンゾフェノン；２，４
，６－トリメチルベンゾフェノン；４－メチルベンゾフェノン；ジフェニル－（２，４，
６－トリメチルベンゾイル）ホスフィンオキシド；２，４，６－トリメチルベンゾイルフ
ェニルホスフィン酸エチルエステル；オリゴ（２－ヒドロキシ－２－メチル－１－（４－
（１－メチルビニル）フェニル）プロパノン）；２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェ
ニル－１－プロパノン；ベンジル－ジメチルケタール、およびこれらの混合物が挙げられ
る。また、アミン共力剤、すなわち、水素原子を光開始剤に供与し、それによってラジカ
ル種が生成し、重合を開始させることができる補助開始剤から作られるものも挙げること
ができ（アミン共力剤は、遊離ラジカル重合を阻害する溶存酸素を消費し、重合速度を高
めることができ）、例えば、エチル－４－ジメチルアミノベンゾエート、２－エチルヘキ
シル－４－ジメチルアミノ－ベンゾエートを挙げることができる。このリストは、排他的
なものではなく、望ましい波長の放射線（例えば、ＵＶ光）をあてると遊離ラジカル反応
を開始させる任意の既知の光開始剤を、制限なく用いることができる。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、光開始剤は、硬化を開始するために、約２００～約４２０ｎ
ｍの波長の放射線を吸収してもよいが、もっと長い波長を吸収する開始剤（例えば、５６
０ｎｍまでを吸収し得るチタノセン）を、制限なく用いることができる。
【００４７】
　インク組成物中に含まれる開始剤の合計量は、例えば、インク組成物の約０．５～約１
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５重量％、例えば、約１～約１０重量％であってもよい。
【００４８】
　（任意要素の添加剤）
　インクセットの１つ以上のインクのインク媒剤は、さらなる任意要素の添加剤を含んで
いてもよい。任意要素の添加剤としては、界面活性剤、入射するＵＶ光を吸収し、これを
熱エネルギーに変換して最終的には消散してしまう光安定化剤、酸化防止剤、画像の外観
を高め、マスクの黄変を向上させることができる任意要素の増白剤、チクソトロピー剤、
ディウェッティング剤、すべり剤、気泡剤、消泡剤、流動剤、他の非硬化性ワックス、油
、可塑剤、バインダー、導電性剤、防カビ剤、抗菌剤、有機および／または無機のフィラ
ー粒子、異なる光沢レベルを作り出すか、または減らす薬剤であるレベリング剤、乳白剤
、帯電防止剤、分散剤などが挙げられる。
【００４９】
　インクは、安定化剤として、ラジカル捕捉剤（例えば、ＩＲＧＡＳＴＡＢ　ＵＶ　１０
（ＢＡＳＦ））を含んでいてもよい。また、インクは、貯蔵中のオリゴマー成分およびモ
ノマー成分の重合を抑制するか、または少なくとも遅らせ、組成物の貯蔵寿命を延ばすこ
とによって組成物を安定化するために、阻害剤、例えば、ヒドロキノンまたはモノメチル
エーテルヒドロキノン（ＭＥＨＱ）も含んでいてもよい。
【００５０】
　インクは、場合により、画像が酸化するのを防ぐために酸化防止剤を含んでいてもよく
、また、インク容器中で加熱した溶融物として存在している間にインク成分が酸化するの
を防いでもよい。インク組成物の任意要素の酸化防止剤は、画像が酸化するのを防ぎ、ま
た、インク調製プロセスの加熱部分の間でインク成分が酸化するのを防ぐ。酸化防止剤が
存在する場合、任意要素の酸化防止剤は、本実施形態のインク組成物中に任意の望ましい
量または有効な量で、例えば、インク組成物の少なくとも約０．０１重量％、少なくとも
約０．１重量％、または少なくとも約１重量％の量で存在する。
【００５１】
　硬化性転相インクは、室温で固体であるか、またはほぼ固体である。硬化性転相インク
の粘度が、インクの吐出温度で約３０ｍＰａ未満、例えば、約２０ｍＰａｓ未満、例えば
、約３～約２０ｍＰａｓ、約５～約２０ｍＰａｓ、または約８～約１５ｍＰａｓであるこ
とが望ましい。したがって、インクを液体状態で吐出し、この操作は、吐出前にインクに
熱を加えて溶融させることによって達成される。インクは、望ましくは、低温で、特に、
約１２０℃未満、例えば、約５０℃～約１１０℃、または約６０℃～約１００℃、または
約７０℃～約９０℃で吐出される。したがって、インクは、理想的には、圧電式インクジ
ェットデバイスで使用するのに適している。
【００５２】
　ゲル化薬剤をインク中で用いる場合、インクがゲル状態を形成する温度は、インクの吐
出温度よりも低い任意の温度、例えば、インクの吐出温度から約５℃以上低い任意の温度
である。いくつかの実施形態では、ゲル状態は、約２５℃～約１００℃、例えば、約４０
℃～約８０℃、または約４０℃～約６５℃の温度で生成してもよい。インクが液体状態で
ある吐出温度から、インクがゲル状態であるゲル温度まで冷えると、インクの粘度がすば
やく、大きく上昇する。粘度は、例えば、少なくとも約１０２．５倍上昇する。
【００５３】
　インク組成物は、任意の望ましい方法または適切な方法で調製することができる。例え
ば、インクキャリアのそれぞれの要素を混合し、次いで、混合物を少なくともその融点ま
で、例えば、約６０℃～約１２０℃、８０℃～約１１０℃、８５℃～約１００℃、または
約８５℃～約９５℃まで加熱してもよい。インク成分を加熱する前、またはインク成分を
加熱した後に、着色剤を加えてもよい。次いで、加熱した混合物を約５秒～約１０分間、
またはそれ以上撹拌し、実質的に均質で均一な溶融物を得て、次いで、このインクを周囲
温度（典型的には、約２０℃～約２５℃）まで冷却する。インクは、周囲温度ではゲルで
ある。インクを、直接印刷するインクジェットプロセスのための装置で使用してもよい。
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本明細書に開示される別の実施形態は、本明細書に開示されているインクをインクジェッ
ト印刷装置に組み込むことと、このインクを溶融することと、溶融したインクの液滴を、
画像になるような様式で、記録する基材に放出することととを含むプロセスに関する。あ
る特定の実施形態では、印刷装置は、インクの液滴が圧電振動要素の振幅によって画像の
パターンになるように吐出される圧電式印刷プロセスを利用する。本明細書に開示される
ようなインクを、例えば、ホットメルト音響インクジェット印刷、ホットメルト連続流イ
ンクジェット印刷または偏向インクジェット印刷などのような他のホットメルト印刷プロ
セスで使用してもよい。また、本明細書に開示した転相インクを、ホットメルトインクジ
ェット印刷プロセス以外の印刷プロセスで使用してもよい。任意の適切な基材または記録
シートを使用してもよい。
【実施例】
【００５４】
　（実施例１）
　（硬化性転相インクの調製）
　以下の表１に与えられている組成を有するＵＶ硬化性転相インクを、１３０００ｒｐｍ
、８５℃で１～約１．５時間均質化することによって、２５０ｇスケールで調製した。こ
れらのインクの主な違いは、硬化性ワックス成分であり、標準的なインクの場合には、硬
化性ワックスは、ＵＮＩＬＩＮ－３５０アクリレート（ＤＳＣによる融点＝８２℃）であ
り、本発明の実施形態の場合には、標準的なワックス成分を、Ｃ１８、Ｃ２０、Ｃ２２ア
クリレートの混合物であり、融点が約３８℃である（図１Ａに示されるように）ＡＧＥＦ
ＬＥＸ　ＦＡ１８２２（Ｃｉｂａ，Ｉｎｃ．（バーゼル、スイス））と交換した。さらに
、以下のＤＳＣデータは、ＡＧＥＦＬＥＸワックス（図１Ａ）の溶融状態への転移は、Ｕ
ＮＩＬＩＮ　３５０系材料（図１Ｂ）の場合よりもかなり鋭敏であることを示している。
【表１】

【００５５】
　（試験結果）
　得られるインクは、好ましいレオロジーを示し、吐出温度での粘度は１０ｃｐｓ未満で
あり、室温での粘度は１０６ｃｐｓであった。５０ｍｍの平行板を取り付けた、ＴＡ　Ｉ
ｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製のＲＦＳ３　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｓｔｒａｉｎレオメーター
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を用い、ダイナミックな温度工程データを記録し、以下の図２に示している。
【００５６】
　表１のインクを８５℃で、改変したＸｅｒｏｘ　ＰＨＡＳＥＲ　８８６０プリンタを用
い、コーティングされていないＭＹＬＡＲ基材に直接吐出した。次いで、印刷した画像を
、コンベヤ速度１００ｆｐｍで、ＵＶ照射下（Ｆｕｓｉｏｎ　ＵＶ、ＨｇランプにＤ球を
取り付けたもの）で硬化した。次いで、得られた硬化した印刷物について、ＢＹＫ光沢計
を用い、７５°光沢を測定することによって光沢度を分析した。図３に示したグラフから
わかるように、新規インク配合物は、現行の標準的な配合物よりもかなり光沢が強い。こ
の違いは、肉眼で簡単に識別可能である。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２】 【図３】
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